
第
五
噛

節

二
組

17:rJ

こ

こ

若
狭
唐
と
北
但
慮
及
京
都
盆
地
を
成
す

断
暦
線
の
関
係
に
就
き
て

本
地
方
は
蓬
に
古
生
層
の
摺
曲
に
よ
っ
て
生
じ
た
山

操
地
帯
で
あ
っ
て
､
山
庶
準
平
原
時
代
を
経
て
今
は
若

遅
ら
を
な
す
地
域
で
､
其
山
地
に
は
種
々
の
方
向

に
折

裂
線
が
走
で
層
で
'
そ
れ
が
該
地
方
の
現
地
形
を
な
す

敢
大
原
園
で
あ
る
革
は
勿
鞄
で
あ
る
O

(小
川
博
士
近

畿
地
方
の
土
地
と
仕
出
に
よ
る
).

近
畿
地
方
の
略
々
中
心
に
は
京
都
盆
地
が
あ
-
､
其

束
北
側
に
は
琵
琶
湖
盆
地
が
あ
ゎ
叉
酉
に
は
亀
岡
の
盆

地
が
あ
っ
て
ー
や
つ
と
北
に
は
若
狭
轡
の
大
き
毎
入
込

が
あ
る
へ
此
四
桐
の
地
形
的
塵
勤
と
北
但
馬
と
の
地
形

を
な
す
隣
厨
縦

(壇
裂
組
)
に
就
て
私
の
思
っ
た
軍
を

蓄
い
て
見
た

い
0

参
照
地
形
問

二
十
嵩
空

､
(京
都
及
大
軍

岐
阜

宮
津
鳥

取
)
の

四
枚
o

船

越

菜

7

五
番
卦
二
(京
都
寵
北
部
義

郎
東
南
撃

京
都
酉
北

部
義

和
西
南
部
ネ

年

数
撃

竹
生
島
｡療
川
村
由

津

村
･升
等

鋸
崎
･小
隣
町
･宵
紐
･盟
甲

出
石
)
の
十
五

枚
C.

二

義
都
盆
地
の
断
層
線

は
左

SE三
つ
と
す
る
軍
が
出
氷
る
O

l
t
略
は
南
北
に
引
い
た
鋭

.--

.

二
㌧
西
北
-
東
南
の
線

三
'
略
は
東
西
に
引
い
た
線

盗ゝ箆
Hい-

3
､
南
北
線
と
し
て
は

囲

小
川
博
士
の
大
峰
辞
裂
線
と
し
て
名
高
い
,
北

は
三
方
湖
の
東
か
ら
'
覇
は
大
峰
山
の
瞭
出
帯
に
至
る

鋭
と
な
っ
て
盆
地
の
東
側
を
.
大
原
か
ら
は
高
野
川
断

層
谷
と
な
つ
で
呪
は
れ
る
O



拘

基
東
に
耶
叫抑u
硯
の
酉
崖
を
な
し
､
大
津
よ
-
は

逢
坂
山
を
越
え
て
､
山
科
盆
地
の
梨
側
と
な
っ
て
桃
山

の
覇
の
方
で
印
の
鮫
と
査
し
て
ゐ
る
F'

何

次
は
盆
地
の
河
南
の
カ
に
各
掛
よ
り
大
原
野
を

程

で
'
山
臓
で
淀
川
を
渡
-
八
幡
町
を
過

る
鋭

〕

拘

其
何
方
山
地
の
方
に
は
柳
谷
喝
背
の
附
近
か
ら

南
へ
淀
川
を
越
え
'
枚
方
の
東
よ
り
大
阪
盆
地
の
東
'

生
駒
山
脈
を
枯
す
線
､
古
来
柳
谷
哩
晋
に
は
哩
晋
の
聖

水
茂
る
も
の
地
中
よ
-
涌
出
す
る
と
の
事
､
或
は
着
断

層
に
よ
る
地
下
よ
-
上
昇
す
る
躯
泉
の
類
で
は
L-5か
ら

う
か

｡

何

基
升
p
山
科
の
寛
千
預
獄
の
石
崖
を
互
す
も
の
L

等
が
あ
る
｡

二
'
関
北
-
東
商
の
税

関

亀
岡
盆
地
の
米
塩
を
な
す
線
は
､
遠
-
儒
知
山

の
五

両
か
ら
ー
園
部
町
を
過
ぎ
盆
地
に
入
-
.､
南
は
薯

の
塩
を
越
え
回
H
tlIT
に
至
る
縦
､
或
は
基
よ
り
南
に
京

都
盆
地
を
斜
排
し
て
木
津
の
方
に
も
延
び
て
'
大
幡
鋭

･･J
令
し
て

居

る
か
も
知
れ
な
い
､〕

閏

其
北
部
山
地
の
三
蔚
山
蛙
の
越
州
よ
り
水
の
児

に
引
い
た
組
J

へお
二
組
は
辻
村
埋
率
土
地
形
軍
に
よ
る
)

倒
.
基
北
に
は
月
の
輪
の
放
'
墨
也
の
瀧
よ
り
.捕
瀧

-
心
鬼
峠
-
小
倉
山
の
寛
側
-
枝
川
･ぜ
波
-
盆
地
の
四

側
を
向
日
町
に
至
る

線
O

何

周
山
村
-
瀧
の
町

-
朝

日
峰
の
関
側

-
松
屋
峠

1
時
ケ
畑
よ
ゎ
尭

園
に
至

る
鮫
｡

伺

瀧
ノ
町
-

小
野
-
･庭
坂
-
臆

ケ
峰
-
天
笠
山
の

来
聴
紙
座
川
谷
の

鋭
tj

三
､
東
西
線

作

間
は
宥
掲

-
池
胴
附
を
拝
啓
圃
術
迫
に
沿
っ
て

山
崎
を
過
ぎ
､
(
小
川
博
士
に
よ
る
)匡
掠
噂
の
北
岸
に

沿
っ
て
桃
山
の
南
端
-
山
科
盆
地
を
横

-,l
醍
醐
-
網
月

-
潤
田
川
を
渡
-
大
月
川
の
上
洗
に
至
る
挽
｡

周
北
部

に
は
鷹

ケ
峰
-

上
賀

茂

-
松
ケ
蛤
-
修
準

院
村

を
速

ね

た
鮫

､

著
し

基
線

を

東

へ
延

や
ば

比
叡

山

の
南
側
の
低
地
を
下
坂
本
の
方

へ
引
伸
す
事
も
田
楽
得

る
と
思
ふ
rj
彼
の
衣
笠
山
麓
に
あ
る
鉄
石
罷
る
者
は
東

西
隣
厨
に
よ
る
鏡
商
で
あ
る
rU

拘

巽
北
に
市
原
か
ら
瀞
相
室

汀
文
峠
-

大

原
-

小

邪
純
増
上
北
仰
脱
塾
滅
却
孜
地
か
成
寸
断
潜
線
の
槻
係
に
撃

て

三
l

二

三



地
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野
山
-
堅
旧
町
に
至
る
縦
､
此
鉛
は
盆
地
生
成
と
は
反

動
に
北

へ
傾
斜
せ
る
新
と
思
ふ
O
常
傭
川
に
浩
ふ
排
に

二
三
断
層

鋲
而
Pl･J詔

の
化
が
p
金
部
北
へ
穐
斜
せ

る
者

で
あ
っ
た
C.
大
原
の
盆
皿
は
元
p
今
の
八
朔
あ
た
-
と

坊闇-･!;M加地の防.I:･

同
棲
に
露
野
川
囲
層
谷
中
に
あ
つ
た
が
､
基
穐
来
西
隣

厨
鐘
が
大
原
の
南
端
･〝･克

つ
柁
結
束
北
側
銅
卜
洗
陥
没

L
で
谷
は
贋
め
ら
れ
て
ー
今
見
る
椅
な
盆
地
を
tibL
i
,

一

沸
五
容

飾
二
離

三

こ
国

事
で
あ
ら
-
｡
西
は
江
文
峠
か
ら
楽

は
迎
本
陣

か
ら
落

る

コ
ソ
セ
ク
エ
ソ
ト
の
谷
は
東
西
断
層
に
流
れ
る
川
で

あ
ら
う
O
其
陣
に
南
北
に
も
小
さ
な
-局
部
的
断
層
が
出

家
た
p
即
現
在
の
大
原
縮
退
山
東
農
の
混
線
は
基
れ
で

あ
ら
-
｡
小
野
山
の
束
斜
而
印
湖
岸
南
の
方
に
も
二
三

地
形
に
着
断
層
組
の
.悪
政
を
求

め
る
事
が
出
来
る
.
衣

川
の
谷
は
他
の
湖
岸

コ
ソ
セ
ク
エ
ン
ト
の
谷
よ
･I
も
飴

滞
髭
-
峠
近
-
迄
も
達
す
る
事
と
.
湖
岸
断
層
線
が
衣

川
を
境
界
と
し
て
甫
よ

-
も
北
側
が
五
百
九
も
後
退

し

て
ゐ
る
軍
で
あ
る

(樹

上
で
は
丁
度
水
平
的
に
暇
蓮
を

な
し
た
標
に
見
え
る
)
0

二
､盈
地
生
成
に
就
て
の
考
察

開
通
の
三
椋
の
断
櫓
視
は
盆
地
の
周
園
を
園
ん
で
賂

三
角
形
に
覇
に
長
い

(木
津
町
迄
を
入
れ
て
)
盆
地
を

作
し
て
ゐ
る
｡
そ
し
て
寛
に
は
小
さ
嵩
山
科
余
地
が
附

臆
し
て
同
じ
様
に
三
角
形
を
な
し
て
ゐ
る
P
酉
に
は
亀

岡
の
盆
地
が
あ
-
共
に
種

々
の
断
柄
に
よ
っ
で
成
っ
た

新
開
断
層
盆
地

で
あ
る
C

節

.L
に
大
略
線
は
給
地
の
東
側
を
走

っ
て
盆
地
af]成



JL

に
硯
異
な
役
目
を

な
し
､
其

のt束
に
は
湖
岸
視
と
な
っ

て
大
津
か
ら
山
科

盆
皿
の
方

へ折
れ
て
山
科
盆
地

:,̂成

因
を
な
し
て
ゐ
る
っ
そ
し
て
比
良

｡
比
叡
の
皿
盛

は
山

科
の
盆
地
に
落
込
み
横
に
米
山
の
丘
陵
と
し
て
埋
留
す

る
に
過
ぎ
な
い
.

一
方
亀
岡
線
は
党
の
坂
を
遇
え
盆
地
に
出
で
大
原
野

の
地
を
昭
挽
せ
し
め
'
其
北
部
の
小
倉
山

｡
栴
ケ
相

･

柾
屋
,川
の
各
組
は
亀
岡
線
と
同
様
な
現
象
を
過
し
､
各

盆
地
の
成
園
を
飼
し
て
ゐ
る
O
基
時
は
現
在
と
大
差
な

き
長
方
形
の
地
湖
と
t･5
つ
化
､

西
北
側
は
幾
っ
か
の
寧

島
を
矢
田
さ
せ
て
湖
を
猛
し
た
事
で
あ
ら
う
う
基
呼
究

山
も
商

へ
突
出
し
tJ
軍
島
で
あ
っ
た
｡
共
棲
か
猛
り
永

い
間
の
浸
蝕
と
沈
積
の
簡
作
用
一に
よ
っ
で
p
山
地
は
幾

分
高
原
性
を
失
は
れ
洗
小

湖
底
は
浅
-
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
ら
れ
た
｡
其
後
や
が
て
瀬
戸
内
肝
陥
没
の
時
代
に

衆
湖
底
は
南
と
北
と
に
両
断
さ
れ
た
'
即
現
布
の
宇
治

川
線
は
山
崎

･
醍
醐

の
線
と
符
合
す
る
者
と
思
ふ
｡
其

結
果
北
部
盆
湖
臆
は

上
昇
し
p
水
は
濁
れ
で
償
い
沖
積

平
野
s
L鐸
出
し
た
｡

一
方
宇
治
川
以
南
の
地
に
以
前
の

湖
底
よ
-

一
層
下
降
し
た
事
と
な
り
へ
加
療
ら
す
湖
を

わ
仏

し
た
0

寛

押
闘

層
線
生
成
以
前
は
､
山
崎

･
八
幡
間

の山
は

瓦
に
遵
つ
tJ
ゐ
化
だ
ら
-
が
､
漸
層
-.
朝
排
さ

れ
た
馬

め
た
と

へ
其
鹿
が

今の
横
fIh低
地
と
ほ

な
ら
な
-
で
も

弱
視
の
存
春
は
蹄

tA
に
基
底
か
ら
浸
蝕
す
る
に
好
都
合

で
あ
る
か
ら
､
･早
-
に
其
盛
は
開
析
さ
れ
て
'
水
は
共

感
,?+･白

日
と
し
て
四
流
し
大
阪
滑
に
流
れ
入
つ
托
｡

今
の
宜
椋
油
は
南
部
陥
没

S
最
低
部
と
し
て
殉
存
す

る
者

で
あ
ら
-
'J

北
は
上
賀
茂

･
姶
ケ
崎

｡
修
拳
院
村
に
引
い
た
線
は

盆
地
の
北
端
と
し
て
区
切
ら
れ
て
ゐ
る
｡
そ
し
で
基
の

北
の
市
原
-
大
原
線
と
に
よ
っ
て

一
つ
の
地
盤
を
な
し

て
ゐ
る
∩■

盆
地
の
周
園
に
は
盤
多
の
洪
積
静
丘
陵
が
あ
る
が
'

緋
層
線
と
は
関
係
な
け
れ
ば
省
賭
す
｡

右
に
牽

い
た
革
は
盆
地
を
観
る
断
層
線
に
よ
る
地
形

の
大
鶴
を
逃
べ
た
に
過
ぎ
な
い
p
唯
若
狭
潤
地
方
の
構

造
と
の
鞄
係
&
..説
明
す
る
番
め
の
換
価
に
過
ぎ
な
い
O

三
､

北
但
馬
地
方
の
地
形
を

を
す
断
層
線

砦
執
轡
と
北
但
品
及
京
都
疏
弛
み
成
す
断
暦
城
の
関
係
に
耽
Jr,て

三

五

二
五
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此
盛
に
言
ふ
地
域
は
'
大
*
'拾
四
年
五
月
二
十
二
五

に
火
農
の
あ
っ
た
場
所
机
も
津
鳩
山
機

･
久
美
潰
糟
の

海
岸
地
方
と
豊
岡
附
近
な
iii
に
取
扱
っ
た
革
を
御
断
-

し
て
躍
-
っ彼
の
机
震
.り
報
せ
ら
れ
た
と
同
時
に
私
は
､

早
速
:LS画
分

山
地
形
間
豊
岡

･
出
石
の
二
枚
を
買
求
め

て
､
地
形
を

な
す
塀
製
錬
を
探
し
て
見
た
｡
そ
し
て
城

崎

品
滋周
地
方
に
起
る
べ
き
地
震
の
原
因
を
挽
憩
し
て

見
た
｡
其
後
地
理
軍
評
論
六
月
駅
に
記
載
rJ
れ
柁
鈴
木

押
率
土
の

｢
但
馬
玄
武
洞
附
近
の
地
形
に
就
て
L
を
称

見
し
同
難
詰
七
月
鶴
に
は
山
崎
博
士
の

｢
机
掲
地
貫
の

農
鯨
し
な
も
拝
見
し
私
の
理
想
が
二
光
生
め
意
見
と
略

は

一
致
し
た
事
が
私
の
忠
を
強
め
た
串
で
あ
る
､
私
は

初
め
て
彼
他
聞
を
抜
い
た
陣
豊
岡
固
暗
中
の
久
業
潰

･

浄
屑
山
の
博
樹
が
共
に
北
楽
に
口
の
開
い
た
長
方
形
の

入
海
を
な
し
て
ゐ
る
革
に
非
常
㍍
興
味
を
有
っ
た
｡
二

個
の
同
形
幣
を
な
す
北
東
-
南
西
の
碇
視
は
断
層
視
の

想
像
を
な
す
事
が
不
可
髄
で
な
い
p
同
様
の
鮫
は
海
岸

ば
か
-
で
な
-
､
山
地
内
に
も
存
春
す
る
事
を
認
め
る
｡

即

ち

､
小円

排
属
出
漁将
の
酉
比仲
か
ら
､
阿
山
川
口
,JiJ甫
々

四

節
茄
塔

第
二

鵬

三

田

こ
六

拘

津
属
山
轡
の
東
岸
の
線
､
此
想
像
は
山
帰
博
士

の
説
と

一
致
す
｡

閏

久
蓑
潰
欝
は
三
段

か
或
は
四
段
の
同
様

S･舘
に

ょ
っ
て
成
っ
て
屠
る
｡

1
は
大
明
洲
崎
か
ら
､

南
..･
に

久
業
潰
_10.
を
産
で
河
梨
峠
か
ら
畳
的
町
を
過
ぎ
る
線
〕

刊

湾
口
港
宮
の
封
岸
大
向
か
ら
河
内
-
原
峠
に
至

●

●

る
緑
'
此
祝
は
海
中
カ
ノ
島
沖
ノ
島
等
も
宕
鉛
の
酉
側

に
配
辞
さ
せ
る
串
が
机
来
る
T?

何

基
北
に
薄
井
の
海
岸
と
今

1
つ
小
さ
-
､
北
に

も
同
様
の
縦
を
見
る
0
山
崎
博
士
は
配
属
山
縛
山
東
､

田
給
に
二
豚
の
新
断
層
を
登
見
せ
ら
れ
盤
O

M

是
等
と
掛
似
rS
鮫
は
親
閲
盆
地
め
成
因
を
な
す

温
と
も
な
っ
て
ゐ
る
.
即
ち
玄
武
洞
の

栗
滴
下
鶴
野
か

ら
関
南
嘉
佐
川
に
糾
っ
て
引

い
た
組
｡
之
は
山
崎
博
士

の
束
比
-
下
鴨
井
の
鉄

と

倉

し
て

ゐ
る

｡

m

豊
的

町

S

袈

商

､

似

掲

富

士
の

放
､
香
住
か
ら

北

々
寛

に
鍛
冶

屋
の
銀
O

勘

其
補
に
小
野
の
北
部
断
崖
か

ら
奥
小
野
よ
り
駒

過
-
峠
を
越
え
て
川
上
川
谷
に
治
っ

て
ユ光
る
振
ー
其
西



南
端
か
ら
西
南

へ
稲
見
浅
間
峠
･,･<q･J越
え
園
山
川
の
上
線

に
S
で
村
岡
方
南

に
至
る
縦
O

刑

其

の
南

大

屋

川

に
漕

ふ
組

｡

但 北 国､}= 額

る
縦
等
も
是
等
断
静
観
で
は
ti･Jbか
ら
-
か
O

西
北
-
東
商
に
引

い
た
縦
は
'

二

津
屑
山
の
瀬
戸
か
ら
衆
比
-
原
峠
-
久
弟
潰
町

か
ら
東
南
にこ
宮
津
町

へ
至
る
街
道
に
沿
ふ
組
O

二
､
四
は
竹
野
輝
か
ら
磁
物
価
尿
-
峠
1
城
的
-
楽

々
浦

に
.m
る
舵
(此
挽
中
に
城
崎
温
泉
の
摘
出
あ
-

I
O)

メ
-･リ

三
㌧
附
倉
山
を
中
心
と
し
て
酉
は

米

里

-
大
屋
川

を

纏
わ
一-
谷
間
地
-
山
陰
餓
迫
に
消
ふ

一
斑
級
に
阿
東
川

谷
と
穏
b
田
倉
山
か
ら
牧
川
谷
と
な
り
.
逮
-
滴
知
山

方
商

へ
も
想
像
す
る
事
が
出
来
る
O

(地
球
第
三
幕
弟

三
紙
上
治
賓
次
郎
氏
ES
倉
火
山
参
照
)O

南
北
鋸
と
し
て
は
､

久
美
潰
町
の
東
F
川
上
川
谷

の
銀
-
′一佐
野
谷
川
の
線

と
山
崎
博
士

の
乗
比
-
･
下
鶴
井
の
線
が
あ
る
｡

J
着
の
様
な

考
へ
か
ら

京
榔
盆
地
舵
機
の
断
層
縦
と

略

同
様
の
性
肇
を
以

っ
て
屠
る
軍
と
思
ふ
O

cr

其
の
東
南
糸
井
谷
の
録
と
乗

に
は
出
合
火
山
か

/.-＼

ら
東
北
に
引
い
に
碇
見
谷
と
其
西
苗
端
か
ら
梁
瀬
村
に

引

い
た
組
は
遠
-
蛸
歯
頚
珠
峠
を
過
ぎ
竹
田
冊
迄
も
走

k.統
治
と
北
m
鵜
及
東
都
飛
地
九
･位
や
糊
滑
相
の
偶
係
に
鶴
.三
し

四
ー

豊
岡
盆
地
生
成
に

親
て
の
考
察

豊
岡
盆
地
は
北
西

-
南
野
'･に
尭

い
平
野
を
な
し
て
ゐ

一::九

二
七



地

増

る
｡
そ
し
て
其
れ
を
構

っ
て
p
尭
北
-
酉
商
の
緋
層
線

が
先
供
も
あ
る
'
此
線
が
津
月
山

･
久
蓑
潰
を
嵩
す
縦

と
共
通
の
者
と
す
れ
ば
各
々
究
繭
へ
傾
斜
す
る
者
と
す

る
輩
が
出
来
る
即
ち
階
段
状
斯
厨
で
あ
る
と
考
へ
て
私

は
左

の
輩

を
恩

ひ

付

い
た
｡

盆

地

形

生

成
以
前
は
園
山
川
は
略
々
現
在
と
同
様
に

洗
れ
て
山
地
を
授
触
し
て
準
平
原
地
を
着
遅
ら
せ
た
.

英
根
太
機
動
の
将
来
北

-
四
繭
の
断
層
縦
に
よ
っ
て
上

流
地
が
下
降
し
た
'
英
の
番
に
今
迄
の
谷
は
低
-
虞
-

な
っ
た
軍
が
考
へ
ら
細
孔
｡
其
の
結
果
は
盆
地
は
湖
と

な
っ
た
と
同
時
に
津
属
山

｡
来
日
岳
の
断
層

(塀
梨
)

縦
に
酵
薯
の
晴
山
が
あ
っ
た
C)
そ
し
で
湖
は

11
層
深
め

ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
P
基
線
永
い
年
月
の
間
に
玄
武
岩

は
浸
徹
さ
れ
て
今
の
玄
武
洞
附
近
に
出
口
を
求
め
た
水

は
津
屑
山
常
へ
入
っ
た
O

瓦
p

若
狭
滞
海
岸
陳
腐
線

束
は
敦
盟
関
か
ら
蛙
ケ
晴
の
間
数
多

の出
入
を
有
す

る
海
岸
を
仔
細
に
注
意
し
て
地
問
を
見

る
将
は
r
多
-

の
混
線
の
交
叉
す
る
事
に
範
が
甘
-
.
藤

一
に
私
の
気

雑
九
怨

第
二
鵬

1
責

こ
<

骨
化
者
は
二
内
済
町
の
海
岸
か
ら
東
北
に
鋸
を
引
け
ば

御
崎
｡
精
細
岬

･
門
ケ
崎

･
立
石
岬
の
各
先
端
を

一
線

上
に
配
覆
す
る
事
が
出
家
.
そ
れ
を
酉
は
高
藍
か
ら
西

南
に
山
家

の方
へ
栗
は
ア
ヤ
コ
ゼ
山
か
ら
武
生
町
の
方

へ
延
す
轟
も
不
可
能
で
な
い
｡
其
れ
と
同
榛
に
安
田
潤

へ
入
る
太
雲
川
口
か
ら
金
ケ
岬
-
成
生
岬
へ
'
そ
れ
か

ら
宮
津
滑
の
北
岸
の
線
等
は
菅

同
じ
方
向
の
混
線
を
な

し
て
ゐ
る
.
穫
茂
川
か
ら
凝
ケ
岬
を
引
-
混
線
も
遠
-

能
登
半
島
の
頚
部
邑
知
潟
の
地
溝

へ
も
遷
す
る
線
を
想

像
す
る
事
も
出
凍
る
｡

お
の
舘
に
遮
賛
成
は
斜
交
し
た
鋭
-'
侶
想
す
る
事
が

出
家
る
O

次
に
は
其
れ
に
直
交
せ
る
北
西

-
南
東
線
が
眼
に
付

く
､
郎
ち

一
､
敦
賀
湾
の
東
岸

の線
は
干
飯
崎
速
か
ら
南
東
に

大
谷
の
海
岸
を
過
ぎ
､

山
中
峠
を
越
え
北
陸
街
道
に
出

で
余
番
潮
を
な
す
断
層
鹿
か
ら
琵
琶
湖
の
衆
岸
を
過
ぎ

不
破
紬
か
ら
伊
勢
留
に
至
る
鮫
っ

(小

川
博
士
の
中
央

打
席
と
西
南
の
境
界
線
)

二
p

三
方
柵
丁
島
の
立
声
岬
か
ら
南
東
水
島
よ
り
､
致



オ

リ

ゴ

ー

手.

鶴

帝

を
斜
噺
し
､
五
晴
に
上
陸
し
田
尻

･
-
瀬

河

内

に
至

る

孤

〇
三
､
右
と
平
行
し
て
色
ケ
盗
捕
底
よ
らゝ
北
西
に
引
い

た

線
｡

四

､

酉
の
方
に
は
､
峰
山
町
を
中
心
に
浅
茂
川
H
か

ら
南
東
に
宮
津
町
の
海
岸
1
霜
田
の
発
出
を
南
北
に
切

噺
し
て
頚
円
滑
の
醇
岸
を
な
す
線
｡

六
'
経
ケ
岬
か
ら
成
生
岬
-
高
盗
町
へ
引
-
鮫
｡

七
､
小
清
輝
で
は
西
北
の
大
島
の
中
央
部
の
狭
い
地

峡
部
か
ら
末
々
南
に
小
潰

町

に
引
き
北
川
に
平
行
の

線
｡八

つ
久
須
硬
練

｡
獅
子
崎
｡

常
翻
岬
の
各
東
南
よ
-

酉
北
の
海
に
突
出
せ
る
状
は
t

や
は
ら
右
断
層
線
を
暗

示
す
る
も
の
で
あ
ら
-
が
判
然
と
認
め
難
い
｡

南
北
線
と
L
Jt
Jは

l
p
三
方
半
島
の
束
岸
即
ち
敦
嚢
滑
の
西
岸
を
な
す

線
は
p
南

へ
徴
に
西

へ
傾
い
て
克
-
琵
琶
湖
の
西
岸
と

な
･り
京
都
山
科
盆
地
に
逢
し
て
ゐ
る
｡

二
､
其
の
束
敦
賀
常
の
東
岸
の
線
と
其
れ
に
平
行
L

tJ
北
陸
本
線
の
大
桐
輝
の
束
へ
新
造
か
ら
南
に
鉢
伏
山

の
寛
斜
面
を
過
ぎ
木
′
芽
峠
-
来
原
-

小
河
口

･
疋
田

を
過
ぎ
発
電
湖
の
北
岸
梅
津
に
至
る
線

O

三
p
門
ケ
峠
か
ら
三
方
半
島
の
西
側
を
南
に
耳
川
の

中
洗
に
出
で
其
上
流
に
沿
ふ
組
O

四
㌧
久
久
子
湖

｡
日
向
湖
或
は
三
方
湖
の
束
を
通

か

熊
川
村
に
至
る
線
J
三
方
湖
群
の
立
場
t･Jb成
凶
と
L･4
つ

て
ゐ
る
｡

(逮
-
南
に
達
て
は
太
峰
桝
製
紙
と
建
っ
て

ゐ
る
｡
小
川
博
士
)

五
､
軍
神
岬
の
頚
部
よ
り
南

へ
海
岸
に
沿
ひ
'
獅
子

崎
の
艶
を
横
切
っ
て
和
田
月
崎
の
南
大
熊
よ
-
北
川
の

平
野
に
出
づ
る
線
｡

六
､
小
宮
町
の
海
岸
を
北
へ
起
し
て
久
須
夜
孜
の
寧

■

●
■

●
●
●

島
の
頚
を
過
ぎ
沖
ノ
石

｡
千
島

｡
御
油
島
の
西
側
に
引

い
た
線
rj
そ
れ
と
新
鶴
湾
の
西
岸
も
認
め
ら
れ
る
.

肝
中
か
ら
天
J
檎
立
に
漕
-
て
宮
津
町
を
過
ぎ
南
に

河
守
町
に
蓮
す
る
線
も
南
北
線
と
し
て
侶
想
L
t
其
れ

を
東
側

へ
降
下
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
天
ノ
槍
立
を
境
と

し
て
渥
鷹
に
高
低
の
差
が
あ
る
､
そ
-
す
れ
ば
簡
裁
の

成
因
に
就
て
も
或
る
原
因
を
つ
か
む
こ
と
が
出
来
る
O

即
ち
風
カ
月

潮
汐
的
原
因
以
外
に
地
盤
の
高
低
も
砂
塀

野
枚
轡
と
北
似
胸
及
京
都
耗
地
を
成
す
噺
層
線
の
廟

係
に
響

Jて

竃

こ
九



の
成
凶

に
就
て

考

へ
得

ら
れ
る

事
と
思

ふ
○
即

ち
潮
汐

作
用
に

よ
っ
で

土
砂
は

滞
口
へ

押
寄
せ

て
家
光

時
に
途

中
深
い

盛
か
ら

急
に
浅

い
地
盤

に
触
れ

た
時
英

線 層 断 湾 秋 着 圃 三 緯
線 層 断 ----･･

0 20 40 60拝

籍
五
怨

第
二
塊

]元

三〇

を

一
線
と
し
て
土
砂
は
堆
積
を
初
め
る
革
で
あ
ら

-
'

そ
し
て
基
底
に
砂
燐
を
形
成
さ
れ
る
事
と
思
ふ
.C2

此
等

北
北
東
､
覇
荷
田
の
線
は
前
述
仙
津
居

山
｡
久
美
深
の

両
帝
を
な
す
線
と
向
性
質
か
と

思
ふ
｡

東
西
線

此
は
判
き
り
と
は
見
ら
れ
な
い
が
西
は
新
鶴
町
か
ら

飴
部
町
の
事
部
を
横
切

も
新
舞
鶴
よ
ゎ
束

へ
育
兼
山
の

南
麓
を
過
ぎ
高
盛
町
か

ら
小
晋
町
-
北
川
に
沿
ふ
線
が

そ
れ
ら
し
-
思
は
れ
る
｡

要
す
る
に
若
狭
海
岸
は
滋
の
考

へ
か
ら
見
れ
ば
'
断

厨
的
沈
降
海
岸
の
地
形
で
あ
っ
て
､
前
建
S
lニ
断
層
線

に
よ
っ
て
現
在
の
地
形
の
大
磯
は
出
来
た
'
そ
れ
が
海

波
の
馬
に
浸
蝕
作
用
沈
積
作
用
等
に
よ
っ
て
今
の
海
岸

は
出
来
た
の
で
あ
ら
う
｡

六
ー
若
狭
輝
北
但
馬
と
京
都

盆
地
と
の
関
係

最
初
日
本
群
島
が
東
西
か
ら
分
離
し
化
骨
時
.
北
東

-
南
関
の
大
断
層
線
に
よ
っ
て
今
の
棟
に
潜
入
の
森

い

砿T波
な
海
岸

(鰹
ケ
岬
-
邑
知
将
の
線
)
が
出
水
詑
p



寒
彼
強
大
な
横
鷹
カ
は
日
本
海
の
方
か
ら
押
寄

せ
て
凍

て
ー
群
島
は
弓
状
に
研
曲
げ
ら
れ
た
｡
箕
時
敦
賀
-
伊

勢
組
の
大
き
塩
島
弧
を
横
断
す
る
塀
製
紙
が
出
家
た

｡

寛
に
は
富
士
鞘
塀
裂
般
或
は
相
模

･
富
山
耐
輝
を
連
ね

た
線
も
出
来
た
｡

著
弊
習
内
に
む
某

と
同
性
質
の
線
が
出
来
た
､
そ
し

て
遠
-
は
北
但
馬
の
方
へ
も
触
波
智
及
ぼ
し
た
'
敦
賀

-
伊
勢
滞
線
は
書
琶
湖
の
東
岸
を
t･･bL
､
敦
賀
-
大
枠

線
は
湖
の
西
岸
を
LJ
L
共
に
大
慶
勤
の
跡
が
判
然
と
見

え
る
P
そ
れ
が
叉
京
都
盆
地
の
成
因
に
圃
係
し
て
は
大

峰
線
と
な
る
｡
北
但
馬
の
方
面
か
ら
は
i3,T
四

･
南
東
の

線
と
な
つ
で
は
京
都
盆
地
の
酉
亀
岡
盆
地
を
L･4
し
'
京

都
教
地
の
ま
因
と
も
な
っ
て
ゐ
る
rJ
若
狭

･
北
但
馬

･

茸
琶
湖
の
線
を
綜
令
す
れ
ば
丁
度
近
畿
の
中
心
鮎
の
虞

に
集
っ
て
崩
の
要
の
盛
に
は
京
都
の
盆
地
が
出
家
で
ゐ

る

口前
に
も
地
べ
た
様
に
､
京
都
盆
地
は
三
角
形
を
残
す

と
言
っ
た
O
即
ち
著
就
縛

｡
北
但
掲

･
琵
琶
湖
の
大
療

動
は
該
中
心
地
郡
に
集
積
し
て
其
交
叉
し
た
虞
に
三
角

形
の
盆
地
を
作
っ
た
挙

上
恩
は
れ
る
O
(十
響
十
手
七
稲
)

宇

治

の

景

観

(併

収

第

二

舵

付
)

山
門
な
で
れ
ば
日
本
の
茶
摘
歌
.
こ
れ
は
酵
雷
の
本

山
p
草
薙
山
番
稲
守
の
堂
坊
伽
藍
が
支
邦
題
収
に
滞
ち

た
こ
と
ゝ
そ
の
附
近
の
茶
園
の
容
濃
と
な
歌
っ
た
も
の

で
あ
る
｡

歴
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